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1. 本 書志は ､物 性 物 理 の 研 究 を共 同 や 促 進 す る た め ､ 研 究 者 が そ
の 石井究 意 見 を 自 由 に発 表 し言寸諭 しあ い ､ ま た ､ 研 究 に関 連 した
一情報 を速 や か に 交 換 しあ うこ と を 目白勺と して ､ 毎 月 -1回 編 集 ･
干u行 され ま す O 掲 載 内 容 は ､ 石井究 論 文 ､ 石牙究 会 ･国 際 金 言義を ど
の 報 告 ､ 講 義 ノ ー ト､ 研 究 に関 連 した 諸 問 題 につ い て の 意 見 ､
イ膏串良を どで す 0
2. 本 吉志に掲 載 さ れ る論 文 につ い て は ､ 原 月Uと して 審 査 は 行 な いJlq
ませ ん O 但 し､ 編 集 者 が本 吉志に掲 載 す る こ と を著 し く不 適 当 とIJ
言忍め た もの に つ い て は ､改 言丁を求 め ､ ま た は 掲 載 を拒 赤色す る こ
とカぎあ り ま す 0
3. 本 意志の 掲 載 論 文 を他 の学 術 雑 言志に引 用 す る と き は ､ 著 者 の 番
諾 を得 た 上 で PrivatecommunicatiorI扱 い に して 下 さ い O
投 稿 規 定
1. 雑 言志の ペ ー ジ数 を節 約 す るた め 原 稿 は極 力 蘭 書繁 に お 書 き 下 さ
しヽ O. p.
2. 原 稿 は 4 0 0字 言菖原 稿 用 紙 を使 用 して 下 さ い ｡
亨･ 数 式 ､ 記 号 の 書 き方 は Progress, Journal の 投 稿 規 定 に
く 準 じ､ ミス プ リ ン トが生 じを い よ うに適 当 な処 置 を と っ て 下 さ
しゝo
上 ツ キ ､ 下 ツ キ は樺 に紛 わ しい もの の み を手旨達 しで 下 さ い ｡
英 字 の 大 ､ 花 文 字 ､ ギ リ シ ャの 手旨走 を忘 れ な い よ う に ､ O と a
と 0(ゼ ロ )､uと n と r､C と e､1(エ ル )と 1(イ チ )､X と ×
(カ ケ ル )t u と V等 が 一 番 聞 達 い や す しミ｡
4. 数 式 は 3才舌に わ た っ て大 き く書 い て 下 さ い 0
5. 1行 以 内 浸 お さ ま ら な い可 能 性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず 改 行
の 際 の 切 れ 目 を赤 で･才旨定 して 下 さー い ｡
6. 図 の 轟宿尺 ､ 拡 大 は 致 しませ ん ｡ 1頁 以 内 に人 ら を い 図 は原 月IJ
と して 著 者 に返 送 し､ 書 き改 め て い た だ き ま す ｡
7. 投 稿 後 の 原 稿 の 言丁正 はで き る だ け さ け る よ うに して 下 さい ｡
8. 別 刷 は原 則 と して 作 り ま せ ん ｡ ど う して も別 刷 が 入 用 な場 合
は ､ 投 稿 の 際 に所 要 部 数 を10部 単 位 で 申 込 ん で 下 さい ｡ 別 刷 代
は 下 書己方 式 に よ り､ 現 金 で納 入 して い た だ き ます ｡
(郵 券 に よ る受 付 は い た しませ ん ｡)
p :物 研 出 来 ｣ニり頁 数
Ⅹ :別 席rj所 要 普β数
a :別 刷 1頁 の 代 金 3円
b :製 本 代 (別 刷 1部 につ き) 30円
別 刷 代 - (ap+b)Ⅹ+ 送 料
別 刷 代 金 は 別 刷 を受 取 って か ら､ 1ケ 月1辻内 に納 め て 下 か いO
そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を請 求 され る こ と が あ り ま
す か ら､ 御 注 意 下 さい ｡
9. 原 稿 締 切 日は 毎 月20日で 原 則 と して 次 月発 行 誌 に掲 載 され ま
す ｡
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% Heの研究会報告 (生井沢,永井 )
% 相転移の研究会報告 (内藤,仁木 )
相関談話会
% 化学 レー ザーの最近の話題 (土屋 )









% A･B･Bhatia氏 (アルバ一夕大学 ) ｢S9meStructuraIAspectsofthe
ElectricalResistivityofAlloys
% 鈴木増雄氏 (物性研 ) ｢臨界指数の展開理論｣
弊 中嶋貞雄氏 (物性研 ) ｢電子-フォノン系のスピン帯磁率｣









阪 大 寺 本 明 氏
9月21日
"Some Commentson､the.Metal-ⅠnsulatorTransition"
東工大 米 沢 富美子 氏
9月26日
"無秩序スピン系のスペクトル密度についての研究,-,二 "～













伊豆 山健夫氏がHarwelluniv･に % -9月まで出張｡
〔東工大〕




高橋 康氏 (アルバ一夕大学 )
物性研客員教授 (47年7月 1日から48年6月31日まで )
中嶋貞雄氏 (物性研 ) 9月4日,イリノイ大学から帰国

























2 予 算 約 20万円
3 〆 切 10月31日(必着 )
基礎物理学研究所研究部員会議で一般的な討論をし､運営委員会 (11月
日)で決定致しますこ





プ レプ リン ト案内


































































(80) 22. L B.Coleman,J･A.Cohen.A･F.Garito,andA･J･Heeger
ConductivityStudiesonHigh PurityN-Methylphenazinium~Tetracyano-
quinodimethan
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